
C O N T E N T S

総務部 

沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

仕事の窓②　運　輸　部　グリーン物流パートナーシップ

仕事の窓①　経済産業部　地域資源活用プログラムに係る事業計画第２号認定について

仕事の窓③　開発建設部　これからの那覇空港に向けて

仕事の窓④　開発建設部　いよいよ供用　那覇空港自動車道　豊見城東道路

仕事の窓⑤　開発建設部　沖縄国際物流戦略チーム第三回会合　提言とりまとめ

お知らせ 

読谷山ミンサーは、「グーシ花織」とも呼ばれ、読谷山花織と同様（１・２

月号に掲載）、琉球王府が長浜港を拠点として南方諸国と交易を行い、南方文化を

積極的に取り入れた15世紀初め頃から織られたと言われています。一時生産が途

絶えていましたが、古老により復活されました。 

　ミンサーの名前の由来は「ミン」は木綿、「サー」は狭いという意味であり、藍染で

幅10㎝ほどの綿の細帯を指しています。竹串を使って浮かせたい部分の経糸をす

くい、紋を作る「グーシバナ」という技法で、風車や花・縞柄を組み合わせて織られま

す。両端の模様は「ムカデの足のように足繁く私のもとへおいで下さい」という織り手

の願いが表現されていると言われています。 

　今日では、生活様式に対応したネクタイ、インテリアなどの製品が生産されています。 

読谷山ミンサー 

農林水産部　情報交流モニター等交流会を開催

運　輸　部　平成19年度海洋汚染防止講習会の開催

経済産業部　新エネルギー事業導入促進セミナー

開発建設部　日本風景街道（琉球歴史ロマン街道「宿道」）について

開発建設部　沖縄東部河川総合開発事業（億首ダム）他３件「妥当」
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 
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なかゆくい　＊シリーズ⑥　～財政融資資金ってなあに？～

20 内閣府だより　

#6

先島地区地上デジタル放送推進事業について

よみたんざんみんさー 

　白 井克彦  
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